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 本研究は、非線形力学モデルを基礎とした時系列解析手法
として、生態系（環境と生物群集）のダイナミクスにおけるレ
ジームシフト（基本構造の転換）的な大きな変化を検出・予測
する方法を開発し、沿岸生態系におけるレジームシフトの実
証研究を行うことを目的としている。また、その実証研究を
行うために、沿岸の魚類群集の多地点・高頻度の時系列とし
て環境 DNA および潜水目視データを用いる。 
当該分野を国際的にもリードする先駆的なものである。生

態系の構造変換を定量的に解析し、その仕組みを数理生物学
的に解明しようとする意欲的な提案であり、学術的な重要性
は高い。環境時系列および環境 DNA による動物個体群の動
態時系列を新しい手法でデータ分析することで環境変化によ
る個体群動態の力学的性質の変化を推定するという、これま
でにない成果が期待される。 

 


